













小児看護 師 の職務 ス トレス とサ ポー トに関す る研 究
一職務 ス トレス と状況要 因、サ ポー ト認知 、ス トレス反応 との関運 一
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要 旨
本研究の目的は、子どもに関わる看護師の、状況要因による職務ス トレスの認知の差異、職務ス トレスとソーシャル
サポー ト両者がス トレス反応に与える影響について分析することである、子どもが入院している病棟で働 く看護師641
名(管 理役割を除いた看護師)を 対象に、質問紙を用いて調査を行った。
その結果、次のことが明 らかになった。職務ス トレスは、小児看護経験年数6年 以上に高ス トレス群の割合が多く、
病棟への配置を希望した場合には低ス トレス群の割合が多かった。サポー ト認知は、小児看護経験年数3年 未満では
「看護師友人」か らのサポー トが多 く、経験年数が増すほど減少し、6年 未満では 「同僚看護師」からサポー トを多 く
受けていると認識 していた.そ して、職務ス トレス認知が高くなることによって、「心身症傾向」や 「うつ症状」が生
じ、「上司」のサポー トが 「心身症傾向」を、「看護師の家族」のサポー トが 「うつ症状」を緩衝させていた。





看護師はス トレスが生 じやすい職種であるといわれ1～ 
a、1980年 代よりバーンアウ トなどの観点から研究が取































同合 一→ 職務 ス トレス認知
















る職務ス トレスやサポー ト認知の差異、職務ス トレスと
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小児看護の職務ス トレスは、筆者 らが独 自に開発した
小児看護師ス トレッサー尺度を用いて測定 したOこ の尺
度は、表1の ような33項 目で構成され、各項 目について









独自に開発 した尺度 ユ9)を用いて測定した、 この尺度は、
HOUseの ソーシャルサポー トの種類20)に基づいて情報










その他」では情報的 ・情緒的 ・評価的 ・道具的の4局 面の
サポ ー ト内容、「看 護師友人」で は情報的 ・情緒的 ・評価
的 の3局 面のサポー ト内容、「看護師の家族」「病棟 の子 ど
もや家族」では情緒的 ・評価的の2局 面のサポー ト内容 に
つ いて、4段 階(1～4点)で 回答 を求め 、それ らの合計得
点 を用 いた。なお、本研 究対象 のCronbachの α係数は、
「上司」0.86、 「同僚看護師」0.79、 「看護師友人」0.76、
















































































務ス トレス群およびサポー ト群との関連はx2分 析、職務








回答 は、662名(回 収率72.11%)で あ り、その うち職務
ス トレッサー項 目、サ ポー ト項 目、ス トレス反応項 目に不
明回答 の多い21名を除外 し641名(96.83%)を有効 回答 と
した。
1.対 象の状況
小児看 護経 験年 数は、平均3.64年(SD3.44)であ り、3
つの群に分類 した。小児看護経 験年数群は、 「3年 未満」
286名(44.62%)、 「3～6年 未満」203名(31.67%)、 「6
年以上」130名(20.28%)、 無回答22名(3。43%)の 順 であっ
た。子 どもの病棟への配属 は、希望 した303名(47。27%)、
希望 しなか った330名(51.48%)、 無 回答8名(1.25%)
であ った。
病 棟の形態は、 「子 ど ものみの病棟」424名(66.15%)、
「混合病棟」215名(33.54%)、 無 回答2名(0.31%)で あっ
た。24時 間病院で過 ごす家族 同室 の割合は、ほ とん ど全
員407名(63.49%)、 約半数149名(23.25%)、 ほ とん ど
な し63名(9.83%)、 無 回答22名(3.43%)で あった 。
病棟 の形態 では、小児看護経験年数群 と家族 同室の割
合 において ともに有意差 がなか った 。病棟へ の配属希望
は、 「子 どものみの病棟」の方が 「混合病棟」に比べて配







2.状 況要因 と職務 ス トレス
職務ス トレス得 点は、平均267.47(SD=55.86,68-436)
で、平均得点未満 を低ス トレス群、平均得 点以上を高ス ト
レス群 に分類 した結果、低 ス トレス群317名(49.45%)、 高
ス トレス群324名(50.55%)で あった。
状況要 因 と職務 ス トレス2群 との関連 では、小 児看 護
経験年数群(x2(2,619)=7.15)と 病棟への配属希望の有
無(xz(1,633)=8.35)に 有意差 があったが、病棟 の形態、
家族 同室 の割 合にお いては有意差 がなかった。残 差分析
をする と、小児看護 経験年数群で は、図2の よ うに 「6年
以 上」が 「3年 未満」と 「3～6年 未満」に比べて高ス ト
レス群 の割合が多 くな って いた。また、病棟への配属希望
では、図3の よ うに希望 した方が希望 しな い群に比べて
低 ス トレス群の割合 が多 くなっていた。
3.状 況要因 とサ ポー ト認知
サポ ー ト源別 のサ ポー ト認 知は、 「上 司」平均11.00
(SD=2.66)、 「同僚看護 師」平均12.70(SD=2.00)、 「医師 ・
そ の他」平均8.04(SD=2.58)、 「看護師友人」平均10.04
(SD=1.58)、r看 護師 の家族」平均6.36(SD=1.46)、 「病棟
の子 どもや家族」平均5.42(SD=1.31)で あった。サポー ト
希 望 し た
希望 しなか った 
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認知は、それぞれのサポー ト源毎に平均得点未満を低サ 未満 」に比べて高サ ポー ト群の割 合が少な く、「看護師友
ポー ト群、平均得点以上を高サポー ト群の2群 に分類 し 人」では、高サポー ト群の割合が経験年数が増す に従 って
た。 減少 していた。病棟への配属希望では、図5の よ うに 「同
状況要因とサポー ト源毎のサポー ト2群 では、次のよ 僚看護 師」(x2(1,622)=4.92)、「医師 ・その他 」(x2
うな関連がみられた。小児看護経験年数群では、図4の よ (1,615)=5.12)、 「病 棟 の子 どもや 家族 」(x2(1,622) 
うに 「同僚看護師」(xZ(2,607)=..)、 「看護師友人」=1a.41)に 有意差が あった。残差 分析 による と、3つ のサ
(xz(2,610)=22.04)で 有意差があった。残差分析の結果、ポー ト源 ともに希望 した方 が希望 しなかった方 に比べ て
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さ らに、病棟 の形態で は、「病 棟の子 どもや家族」(x'一
(1,628)=1-1。16)に 有 意差があった.残 差分析では、「子 ど
ものみの病棟」の方 が 「混合病棟 」に比べて 厂病棟の子 ど
もや家族」か らの高サポー ト群の割 合が多 くなって いた 。
家族 同室 の割 合で は、 図6の よ うに 「上司」(xz(2,612) 
=10.23)、 「看護師友人」」(x2(2,611)=6.08)に 有意差 が
あった。残差 分析 では、「上司」では、家族 同室が 「ほ と
ん ど全員 」 の場 合に高サ ポー ト群の割 合が多か った が、
「看護師友人 」では、家族 同室が 「約半数」の場合に高サ
ポ ー ト群の割 合が多 くなっていた。
4職 務 ス トレスとサポー ト認知のス トレス反応 への影響
ス トレス反応は、うつ症状32.59(SD=8.41)心 身症傾 向
29.46(SD=8.30)、	不安傾 向16.57(SD=5.67)で あった。
職務 ス トレス群 とサ ポー ト源 それぞれの群 を独立変数
と して、ス トレス反応 の3反 応 をそ れぞれ従属変数 とし
た二元配 置分散分析 を行 った。 「心身症傾向」では、職 務
ス トレス群(F(1,629)=5715.54)と「上 司」サポー ト
群(F(1,629)=1145.92)の 両 方の主効果 に有意差があ っ
たが、交互作用 はなかった。職務 ス トレス群 と 「上司」サ
ポー ト群で は、高 ス トレス群 の方が 「心 身症傾 向」が 高 く、
「上 司」の 高サポー ト群が 「心 身症傾 向」が 少なかった。「う
つ症状」で は、職務 ス トレス2群(F(1,624)=8255.53)と
「看護師 の家 族」サ ポー ト群(F(1,624)=229.12)の 両方 の
主 効果 に有意差が あったが、交互作用 はなか った。職務 ス
トレス群 と 「看 護師の家族」サ ポー ト群で は、高ス トレス











看護を実践 している看護師が日常ス トレス感 じている内




























































































お り、ほとんど全員の場合は 「上司」からのサポー ト、半
数の場合は 「看護師友人」のサポー トが多くなっていた。
④職務ス トレスが多くなることによって、「心身症傾向」
や 「うつ症状」が生じ、「上司」のサポー トが 「心身症傾
向」を、「看護師の家族」か らのサポー トが 「うつ症状」を
緩衝させていた。
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A STUDY ON JOB STRESS AND SOCIAL SUPPORTS OF 
NURSES IN PEDIATRIC WARDS 
-RELATIONSHIP AMONG JOB STRESS COGNITION , CONDI­




The purpose of this study was to analyze how differently pediatric nurses perceive job stress caused by 
condition factors and how both job stress cognition and social supports affect the stress response. A survey 
was conducted by questionnaire to 641 nurses, excluding head nurses and assistant head nurses, working in 
Pediatric wards. 
The findings revealed the following. Regarding the perception of job stress, the nurses with experience of 
pediatric nursing over six years had more stress and pediatric nurses who had hoped to become pediatric 
nurses had less stress. Regarding social supports, recognition, the nurses with experience of pediatric nursing 
under three years recognized that they were given support by friends who were nurses, the nurses with 
experience of pediatric nursing under six years recognized that they were given support by coworkers. As this 
job stress cognition developed, they had symptoms of psychosomatic disease or depression. Their symptoms 
of psychosomatic disease were decreased by the support of their bosses, and their depression was decrease by 
the support of their families. 
Key words: Pediatric ward, Nurses, Job stress, Social support, Stress response 
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